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蘇小小像の変遷一六朝詩から唐詩まで

彭腊梅

－、はじめに

蘇小小は南斉時代の有名な妓女である。銭』川（杭州）の出身といわれている。彼女の名前は唐代以

降多くの文人の作品に取り上げられ、人口に臆灸するようになった。末代になってもこの状況は変わ

らなかった。明清以降も、彼女の名前は文人の詩文の''１にしばしば出現し、戯'111や伝奇小説の主人公

としても取I)上げられた。彼女の墓もilli湖畔に建てられ、蘇小'1､と彼女の物語は、西湖の美しい景色

とともに、西湖文化に彩りを添え、人々に愛されている'''。

これほど有名な蘇小小ではあるが、実は彼女本人についての歴史資料はほとんどなく、蘇小小とい

う人物が歴史上存在したのかどうかも断定することはできない。そのために、彼女に関する研究は中

国、ｌ]本ではあまり多くはない::。これから本稿で論じるのも、蘇小小という歴史上の人物ではなく、

主にさまざまな文学作品の'|]に表現されたイメージとしての蘇小小である｡それらのイメージの変遷

を考察することによって、作者個人の創作意図ばかりでなく、その背蛾をなす当時の文人達と妓女の

関係も明らかになるだろう。

本稿ではその第一段階として、彼女の名前が初めて幾場した六朝の「玉台新詠」から唐詩に至る蘇

小小のイメージの変遷を辿る。

二、蘇小小の登場一「玉台新詠」

文献上岐も早く蘇小小の名前が現れるのは、南朝梁陳の詩人徐陵が編嚥した「玉台新詠」の「銭塘

蘇小歌一首」においてである釦。

妾乗i1I1壁車

郎騎青聴馬

何処結同心

西陵松柏下

妾はilI1壁111に乗り

郎は青聴馬に騎る

何れの処にか同心を結ばん

illi陵松柏の下

この歌の内容を見ると、作者が自分のことを歌った詩歌と解するのが自然であるが、作者名は「玉

台新詠」にも、後にこの歌を収録した「楽府詩集とにも記載がない。蘇小小については当時の浅科は

なく、ただI|]唐の沈建が編蕊したといわれる「楽府広題」（現在快）に「蘇'1､'１，は銭塘の名偶なり。

蓋し南斉の時の人なり」との記述が岐初であるらしい'川・

作者が蘇小小であるかどうかはさておき、内容からすると、ある人が南朝楽府を学んでつくった作
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品ではないかと考えられる。この詩の1ざ二句に「何処結lil心、ｉｌｌｉ陵松柏下」とあるが、これは『子夜

四時歌．冬歌.，中の詩句「何処結,司心、西陵柏樹下」と極めてよく似ている(５１。

何れの処にか同心を結ばん

而陵柏樹の下

兇溺としてllu壁無く

厳繍我を鞭殺す

ｲｉｌ処結同心

西陵柏樹下

晃溺無四壁

厳滿凍殺我

この詩は男女の会話である。女性が私たちどこで契りを結びましょうかと尋ねると、男性は西陵の

柏樹の下で、と答える。すると女`性は、柏樹の下は広々して、li1iWに壁もありません。わたし、きっ

と寒さで凍え死んでしまいます、と言うのである。

両詩の中の「同心」という言葉は、「玉台新詠」の他の詩でもしばしば見られる。男女が心をひと

つにすることを表し、男女が契りを結ぶ或いは結婚する場合によく使われている。小西昇氏は以下の

ように述べる。

「同心」ということばは、「易、繋辞上」に「二人同心、其利断金」とあって、二人が心を合わ

せる意味であったが、南１１ﾘ]楽府詩にいたって、ひとつし､の懲味として普遍化され、一般化したよ

うに思う。同心のひとを得ることはあくまで希求であって、現実のものではなかった。しかし身

を売る女であったからこそ、彼女たちは愛において|可心をなお追求したともいえる(6)。

南朝楽府詩は遊女妬妓の文学であるといわれるが、ｉ子夜四時歌・冬敬」の女が娼妓であるとすれ

ば、愛する男とひとつ犀根の下で一緒に搾らすことを願いながら、（当時の身分社会においては）実

現がかなわないことの悲しみや不安を表現しているといえるだろう。これに対して、「銭塘蘇小歌一

首」は自ら積極的に男を誘い、愛情を追求する女性が描かれている。それは「松柏」と「柏樹」の微

妙な違いにも表れている｡「柏」は日本で言うブナ科の落葉高木である「かしわ」ではなく、ヒノキ

科の常緑高木の「このてがしわ」のことであり、秋にも落葉せずそのまま越年する。「松」は日本の

マツ属の中でもクロマツ、アカマツを指すことが多い。常緑樹として冬も緑の葉を茂らせることから、

節操・齊約などを変えないことと長寿の象徴とされた。「松柏」という詩葉は肢も早く『論語ｊに見

られるが？'、常緑樹としての特徴から強靭で変ることのない品性を象徴しているゴ例えば梁武術は

｢松柏」で、時が経っても愛情が変わらないことを表す詩句を作っている'､。

果欲給金iMi

但看松柏林

経霜不墜地

歳寒無異心

果して金剛を結ばんと欲せば

但だ松柏の林を看るのみ

霜を総て地に墜ちず

歳寒うして異心無し

本》I」iに結婚しようと思うのなら、（私の愛は）ただ松柏を見ればよい。霜を受けても葉は地に落ち

ないで青々としているし、年の蕪れの寒い時分になっても、夏の頃と少しも変わらない。Ｈがたって
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も心変わりなどしない。

「西陵の松柏の下で契りを結ぶ」というのは、その松柏がふたりの永遠の愛の証であるという意味

も帯びている。このように蘇小小の詩は、一般の南朝楽府詩における女性のイメージとは異なり、自

ら積極的に永述の愛を追い求める独立した女という当時としてはjIW新な女性像が打ち出されていると

いえるだろう。

「銭塘蘇小歌」によって歴史の舞台に登場した蘇小小の名前は、これ以後注目を浴びることなく、

いつの間にかその雛台から姿を消す。以後二百年近くの間、管見の限りでは、どのような文献にも蘇

小小に関する記ilitは見当たらない。次に彼女の名前が出現するのは、唐代中期である。

三、蘇小小の再発見一唐代

歴史の片隅に埋もれていた蘇小小を見出し、発掘し、育て上げたのは唐代の文人である。少なくと

も唐代の文人たちがいなければ、彼女がこれほど脚光を浴びることはなかっただろう。唐代の詩で最

も早く彼女の名が現れるのは、韓栩の「送王少府帰杭州」の中である，。

帰舟一路転青頻

更欲随潮向富春

呉郡陸機称地主

銭塘蘇小是郷親

葛花満把能消酒

楯子同心好贈人

早晩重過漁iili術

遥`憐佳句懐中新

lliM}の一路青蘋を転じて

更に潮に随って富春に向かわんと欲す

呉郡の陸機は地主と称す

銭塘の蘇小はこれ郷親なり

魁の花は把に満ちて能<酒を消し

楯子は心を同じくして人に贈るに好し
よミr

lT1L晩重ねて漁浦に過りて宿らん

過かに憐れむ佳句の僅中に新たなるを

韓期、字君平、南陽（今の河南）の人である。生年不詳、卒年は貞元中。詩を善くし、大歴十才子

の一人に数えられた。詩題に見られる王少府は宮中の役人で、韓鮒と一緒に詩を作る友達であり、杭

州の出身である。彼が杭州に帰郷する際、韓栩はこの詩を作って送った。首聯は王少府が杭州へ帰る

行程を描いている。船で一路南へ、脊蘋の河を経て潮に従って富春（杭州）に到若する。領聯、頚聯

では故郷の特色特産を紹介する。六朝の著名な文学者陸機は呉郡の地主であり、銭塘の名妓蘇小小も

同郷人である。酔いざましの葛の花も、二つ枝の同心楯子も杭州の特産である。尾聯は作者の想像で、

王少府は今回また必ず漁iiliを訪問して宿をとるだろうから、詩が大好きな彼のこと、必ずや新しい詩

を作るに違いないと述べている。蘇小小と陸機を同じ地方の有名人として並べているのが興味深い。

この詩が書かれた頃、民'''1においてはすでに彼女の名はある程度知られていたようだ。

また、韓鮒に続く比較的早い作,W,として椛徳輿の「蘇小小墓」を挙げてみよう'噸。

万古の荒墳在り

悠然として我独り尋ぬ

寂蓼として紅粉尽き

冥奨として黄泉は深し

万古荒墳在

悠然我独尋

寂蓼紅粉尽

冥翼黄泉深
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蔓草映寒水

空郊暖夕陰

風流有佳句

吟眺一傷心

蔓草は寒水に映じ
<ら

空郊'よ夕陰に唆し

風流佳句有り

吟眺一たび心を傷ましむ

この詩の首聯は詩人が蘇小小の墓を探すところからはじまり、領聯、頚聯で引き続き墓の周囲の景

色と詩人の感慨が描かれる。一面の寂莫、若くして命を落とし、幽冥たる黄泉の奥に帰る。ただ見え

るのは寒水に映る蔓草、夕陽の残照に蔽われる空漠たる郊野。尾聯で詩人は「銭塘蘇小歌」を思い出

し、詠いながら辺りを眺め、在りし日の恋する女詩人（｢風流有佳句｣）に思いを馳せる。

韓栩、権徳輿以降、多くの唐代の文人が蘇小小を作品の中で取り上げた。それらの作品における蘇

小小のイメージはおおよそ二つのタイプに分けることができる。ひとつは、（Ａ）銭塘の名妓、妓女

の代表、代名詞としてその名に言及するもの、もうひとつは「銭塘蘇小歌」から出発して、詩人が新

たに創作した（Ｂ）恋する女としてのイメージである。それらを表にまとめると次のようになる（二

つのイメージが一つの詩に共存する場合もある)。

制作年代 作品名と

蘇小小のイメージ

生卒年 作者

送壬少府帰杭州（Ａ） 卒於貞元時 輔鮒

頁元年|M１ 蘇小小墓（Ａ）（B） 7６１－８１８ 椛徳輿

長慶三ｲ|ミ（823） 杭州春望（Ａ）

余杭形勝（Ａ）

7７２－８４９ 白居易

長慶llL1年（824）

大和三年（829）

大和八年（834）

'13歌妓唱厳郎中詩

因以絶句寄之（Ａ）

ｆⅡ春深二十首

其二十（Ａ）

楊柳枝詞八首

其五、六（Ａ）

長慶四年（824） 送斐処士応制挙詩（Ａ） 772-842 劉禺錫

長座三年（823）

大和六ｲ１２（832）

白舎人l÷1杭州

寄新詩（Ａ）

楽天寄憶'１]勝因

作報口君以答（Ａ）

不詳 真娘墓（Ａ） 772-846 李紳

不詳 送客倣呉（Ａ） 7８０－８５５ 股尭藩

元和ニイ1ミ（807）頃

不詳

蘇小小歌（B）

七夕（Ｂ）

7９１－８１８ 季fI

不 雛

不詳

題蘇小小墓（B）

群'1,小歌（B）

7９２－８５３ 帳ii所Ｉｉ

不詳

大和九ｲ'二

(835）

悲呉王城（Ａ）

|:|宣城赴官上京（Ａ）

8０３－８５３ 杜牧
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唐代の文人にとって蘇小小はどのような存在だったのか。更に作品についてタイプ別に詳しく見て

みよう。

四、唐詩における蘇小小のイメージ

(Ａ）銭塘の名妓・妓女の代表として

五十一歳のとき枕州刺史に任ぜられた白居易（772～846）は、その間多くの詩の中に蘇小小の名を

詠ったが、明らかに彼女を銭塘妓女の代表と見なしている。「杭州春望」を見てみよう⑪。

望海楼明照曙霞

護江堤白踏晴沙

祷声夜入伍員廟

柳色春蔵蘇小家

紅袖織綾誇柿蒋

青旗沽酒越梨花

誰開湖寺西南路

草緑桾腰一道斜

望海楼明らかにして曙霞を照らし

護江堤白くして晴沙を踏む

祷声夜に入る伍貝の廟

柳色春に蔵す蘇小の家

紅袖綾を織りて柿蒋を誇り
う

青旗酒をIihiりて梨花を楚う

誰か開く湖寺西南の路

草緑に桾腰一道斜めなり

望海楼は明るく朝焼けに照らされ、銭塘江の堤の砂は白く、晴れた日のもとその砂を踏んで散歩す

る。夜には伍員廟の御廟に波の音が響いてくるし、春の柳は蘇小小の家をこんもりとおおう。赤い袖

の娘たちは柿蒋花の織物が自慢、青いのぼりの酒屋では梨花春がよく売れる。狐山寺の西南の路は誰

が開いたのだろう、草の緑がスカートのように一すじ斜めに続いて、何ともいえない。「望海楼」は、

自注に「城東の楼を望海楼と名づく」とあり、当時杭州の街の束から、有名な「断江の潮」（銭塘江

の逆流現象。中秋の満月のころに起こる）が望まれたらしい。「伍員廟」は、春秋の末に呉に仕えた

不詳 銭塘対酒111（Ａ） 8０３－８７９ 陳陶

大ＩＩＪ四年

(850）

汁上送李呈|i之蘇州

(Ｂ）

8１３－８５８ 季商隠

不詳 蘇小小歌（B）（Ａ） 8１２－８６６ 温庭鏑

不詳

不詳

不詳

大中四年

(850）

七夕（B）（Ａ）

春洲曲（Ａ）

春暮宴罷寄未寿

先拙（Ａ）

楊柳八首其三（B）

不詳 蘇小小墓（Ａ） 833-909 羅隠

中和二年

(878）頃

比紅児詩百首（Ａ）

(B）

与羅隠同時人 羅乢

不詳 寄蒋先識（Ａ） 8４０－９１１ 黄滴

不詳 柳枝詞五首其二（B） 8５０－９２０ 牛崎
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伍子骨を祭ったiiiiil廟。「蘇小家」は蘇小小の名を使い、当時の妓楼を表す。「柿籍」は織物の名。「梨

花」梨花春という酒の銘柄。杭州の名)ilFi2i賑を総ざらいにしたようなこの詩の中で、伍子行の廟と並

んで蘇小小の家（妓楼）が挙げられている。

これを受けて劉禺錫は唱和する詩を作った。「白舎人杭州より新詩を奇す、「柳色は春に鮮小の家を

蔵す」の句有り、因って戯れに酬い、兼ねてi折束の元相公に奇す」である]翼。

銭塘の111水奇声有り

遭〈仙官より滴せられ百城を守る

女妓還た小小と名づくるを聞く

使君誰かりMl1卿と喚ばるるを許す

篭驚いて海を鰹わせば風雷起り

蟹闇いて天に嘘ぶけば楼閣成る
い

遭う莫れ騒人は三楚(こ在}〕と

文星今斗''２にｌｉ１かいて明らかなり

銭塘山水ｲj奇声

廼調仙官守百城

女妓還'1M名小小

使君誰許喚川Ⅲ卿

篭驚溌海風11i起

屡闘嘘犬楼閣成

莫道騒人在三楚

文昆今|(１斗/'２１月

銭塘の'11水といえば美しいことで有名であり、君は暫くの|Ｈ１、イlll官から左遷されてその地を治めて

いる。その_上優れた妓女も居て「小小」などという名の妓がいるとか。科は刺史の身分でありながら、

その妓に「おiiiiさん」なんて呼ばせていることだろう。大地が鮒いて海をかき回せば嵐が起こるし、

大はまぐりが勝敗を争って天に気をⅡI§けば楼閣が出現する。詩人は楚に居るなどといってはならない。

文学を司る文昌星は今、斗牛星（地上の揚州・呉越を支配する）で輝いているのだから。この詩では、

小小が銭塘妓女の代名詞になっている。

同じ頃、白居易は杭州で「余杭形勝」を作っている畷。

余杭の形勝四方に無く
そ

)+|は青山に傍い県は湖を枕とす
的ぐ

郭を遥る荷イピ三｜･ＩＭＬ

城を払う松樹一千株

夢児亭はｉｌ｢より伝えて謝を名とし

教妓楼は新たに道いて蘇を姓とす

独り便君の年ただ老い
か曲

風光白髭鍛に称わざる有り

余杭形勝1111万無

州傍背lll県枕湖

遥郭荷花三｜･里

払城松樹一千株

夢児亭古伝メドi謝

教妓楼新道姓蘇

独有使蒋ｲ'三太老

風光不称、髭嶺

この詩には次のような自注が附せられている。「州西霊隠111ヒイ『夢謝亭、即是杜明浦夢謝霊迎之所、

因名客児也。蘇小小、本銭塘妓人也｡」（州西の霊隠山上に夢謝亭有り。即ち是れ杜明浦の謝霊運を夢

むの所にして、因って客児と名づくるな})。蘇小小は本と銭塘の妓人なり。）

この詩は、首聯で杭州のような景勝地は、天下のどこにも1111〈、州庁は青山の麓にあり、県庁は西

湖に臨むということを述べ、額聯、弧聯で杭州の名所旧跡を紹介する。城郭の周囲には三-'一里に蓮の

花が咲き、城壁すれすれに松の樹が一千株も並んでいる。Ｔｌi〈は劉宋の|;|:明浦が謝霊述を夢みたとい
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う亭は鍬という名をつけて夢謝J1;!；といい、近くは教妓楼という妓楼は蘇を姓とする。ここでもまた白

居易は蘇小'１，の名を銭塘（杭州）妓女のｲＷｉ詞として使い、さらに教妓楼と夢児亭を並べて、杭州文

化の特色として紹介している。

次に、股尭iilfの「客の呉に遊ぶを送る」を見てみようⅡ。

典ＩＲＩ水''１央

波癖r1il抄泄

衣述梅1ｲiii!（

船人稲花谷

滋戊逝塩髄

llI付'ＩＩｆ蜜厨

欲知蘇小小

淋試到銭Wｉ

呉国水の１１災

波涛白くil抄泄たり

衣は梅雨に逢ってif(す

船は稲花に入り谷し

海戊は塩瓶に通じ

山村は蜜房をＪｌｉｆぶ

蘇小小を知らんと欲し

君は試みに銭乢liに到らん

股尭藩（780～855）は嘉興の人。lilf7Cfl1ﾉL年（814）進｣身、水楽県令、福州従事を歴任、かつて李

栩のもとでilW朴1Wi：府の幕僚をつとめ、後に侍御史に至る。沈U１１(之、眺合、雍陶、許illi、馬敵は詩友で

あI〕、ｎ１Ｉ１}易、李糾I、劉禺錫等とも交流があった。呉は江南地力を指している。江南川身の股尭藩は

客に江南の風)j(や産物を紹介するとき、特に蘇小小の名を挙げている。銭塘湖（西湖）で銭塘妓女と

舟遊びをするのも、江南特有の風↑Iljなのであろう二

過去の名妓の代表、先駆者として鮮,l､小は、しばしば当時の名妓と比べられた。たとえば、唐代、

呉に真娘というイ丁招な妓女がいて、蘇,|､,I､と並び称された｡李紳「真娘墓」詩序に「典の妓人にして

歌舞に名あるものな})。死して典の八'市ｗ),iiiに葬らる。リ1,1,の少年、其の志に従うな}叱墓には花

多く、以って｣(の｣二に満つ。熟興りiLの')iまた具の妓人蘇小小の墓あトル風雨の夕べ、或いはその上に

歌吹する１１ｹﾞｲIるを聞く。」とある'脇。池ＩＭＩ〔の「雲溪友議」のＩ'１にもＩｉ１じような記救がある0,》。

また『1`1吋ｒ伝｣｜と「唐詩記ＩＩ」に次のような話が減せられている。Ｍif陰に羅乢という,了史がいた

が、ある宴席で妓女杜紅児を見初め、．惚れこみ、贈り物をしようとした。ところが、彼女のi：人がそ

れを知って受けとらせなかった二逆上した雑I1Lは彼女を切り殺してしまった。そのあと後悔したのか、

古の美女を選んで絶句百首を作')、紅１，Uに比した:？。その第パトノ〔首は蘇小小を収I)」1げている鋤。

蘇'1,窄句一m收

便fW杵iP2在銭塘

蔵ll9''１外iilf年少

不識紅児末足狂

藤'1,は空しくｍの牧を勺す

便ち銭jlIiに｡}'ｒｉ２をfWめ

蔵鴉''11外iiiｲ'２少

紅児を識らざればいまだこれ征ならず

蘇'1､小が亡くなって、彼女の美貌はil1iえたが、彼女のｺﾞﾄﾉiIiijは銭塘で広く語I)伝えられている。妓楼

に遊びに来る芳背よ、紅児を知ることがなければ正気のままだが、いったん紅児を知れば、彼女に魅

人られ理性を失うことになるぞ。

蘇小小の治は、liiに銭塘の名妓、抗州のｲ｢名人として取り上げられるだけでなく、詩人が詩の中で
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妓女の様々な姿を表現する際にも使われた。白居易の「楊柳枝詞」の其の五と其の六を見てみよう理。

蘇州楊柳任耕誇

更有銭塘勝館娃

若解多情尋小小

緑楊深処是蘇家

蘇州の楊柳君に任せて誇る

更に銭輔有り館娃より勝る

精し多情を解せば小小を尋ねよ

緑楊の深き処是れ蘇家なり

蘇州の楊柳（妓女）のすばらしさは、あなたの言うとおりだろう。でも更にまた銭塘（の蘇小小）

が館娃宮（の西施）より勝っているところがある。もし彼女らがどれほど情に厚いか知りたいなら、

蘇小小をたずねるがよい。あの緑柳が深く繁っているところが、蘇小小の家（妓楼）だ。

蘇家小女旧知名

楊柳風前別有情

剥条盤作銀環様

巻葉吹為玉笛声

蘇家の小女ｌ日名を知らる

楊柳風前別に情あり

条を剥ぎ盤めて銀環の様を作し

葉を巻きて１次きて玉笛の声を為す

蘇家の女の子のことは、甘からずつと知られている。微風になびく楊柳の如くなよなよとして、柳

の枝の皮を剥いて輪に巻いて銀の腕輪のように作り、柳の葉を巻いて玉笛の音を}|｝す。中国の柳は、

詩文の中では、離別の情を表すのが一般的だが、ここでは、春風になびく、さわやかなイメージから、

たおやかな蘇小小の姿を浮き上がらせる。

｜可じく白居易の「和春深二十首」其の二十に次のようにある鋤。

何処春深好

春深妓女家

眉欺楊柳葉

桾妬石柵花

蘭騨璽行被

金銅釘坐車

杭州蘇小小

人道鹸天斜

何れの処か春深くして好き、

春深し妓女の家

眉は楊柳の葉を欺き、

裕は石榴の花を妬む

ＩＭＩ畷行被に璽じ

金銅坐車に釘す

杭州の蘇小小

人は道う殿も天斜と

これは二十首で一組となる詩であり、白居易が大和三年（829）蘇州から長安に帰った後に作られ

た。元槇の「春深」詩にfll組した作品である。二十種類の場面の春の光蹴を描き分けたもので、順番

に、富貴家、貧賎家、執政家、方鎮家、刺史家、学士家、女学家、御史家、遷客家、経業家、隠士家、

漁父家、潮戸家、痛飲家、上巳家、寒食家、博奔家、嫁女家、姿婦家、鹸後に妓女家である。この二

十種類の家は貴賎高低の別ではなく、社会を構成する様々な層を代表するものとして選ばれている。

白居易は、妓女の柳の葉のような眉、紅いもすそ、蘭鴎香がかおる藩物、豪蓉な車などを描いた後、

蘇小小の名を挙げて、彼女らこそがもっとも艶やかだといっている。
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以｣二（Ａ）タイプの詩においては、蘇小小の名は、彼女個人というよりも、銭#１１名妓としての名声

に焦点が当てられ、妓女の代表、代名詞的存在として言及、使用されている。それは当時の妓女と文

人との交流が変わったことと関係がある。

中腫|における妓女は大きく三つの種類に分けることができる。家妓、宮妓、官妓である。家妓は貴

族や官僚の家に属する妓女で、歌鎌などの芸をもって主人の娯楽や鑑賞に供されていた。同時に性の

対象であったことは言うまでもない。主人の私有財産であり、表面｣二は裕福な生活をしていても、奴

隷と|荷Iじく目'１１はなかった。寓妓は、専門に宮廷に奉仕する女芸人（芸妓）のことである。基本的に

芸を供するのであり、身を供するのではないとされていた。宮廷の外に住むものもいて、生活は比較

的自由であったが、皇室の財産であることには変わりがない。官妓は府や州の管鞘下におかれた妓女

で、主に地方官僚やその土地の有力者の享楽に供せられた。長安や洛陽といった大都市の色街では、

運営は個々の妓楼で行われていたにしても、妓女たちは原MlIとして教坊の管轄下にliftかれていたので、

官妓に分類される。官庁が挙行する祝典や宴会、客の接待などに派過され、芸を披露したり、酒席の

接待、夜の相手などさせたりした。また官吏が外出して遊ぶ際に同行することもあった。

王書奴氏はrIIIl五Ｍ妓史」で、家妓を養うことが大賀族の流行であったことから、魏晋南北朝時期

を「家妓の時代」と呼び、それに対して唐代を「官妓全盛の時代」と呼んでいる。もちろん官妓は昔

からあったが、各州仔郡の官庁に登録されて制度的に整備され、一つの階屑を形成するほど大iiiに社

会に存在していたのは、唐代であった。それに応じて唐代は文化的な教養が高い妓女も多く、たとえ

ば「全唐詩』中詩文を残した妓女は三十三名に及んでいる。「詩のわかる妓女はIi1『がもっとも多い。

唐代の妓女は、詩を作り、詩を詠い、詩を解するために、中庸以降の新文体辞の産出に大いに力が

あった｡」と王氏は指摘している2Ｉ。これは唐代の社会において妓女に求める役割に変化が生じたこと

による。齋藤茂氏はこのようなli1i代妓女の役割の変化を、「技芸」と「性」という本来的な役割に、

新たに「才知」が加わったのだと説明する。

唐代には詩文を解し、話術で座客を楽しませる妓女が高いiilililHを受けるようになっていた。

(中略）このように妓女の才知が注目されるようになったのも、結局はその享受者の側に大きな

変化があったからであろう。官僚として、文学者として、時代の新しい担い手となった士大夫た

ちは、早くは科挙の受験時や合格の祝宴において、また下級官や地方官に就いてからも、しばし

ば妓女との接触の機会を持ち、これと親しんだここ上大夫と妓女との距離が、前代よりも明らかに

接近したのである。……その結果、性的な交流のH1手として、また技芸の持ち二iﾐとしてのみなら

ず、才知というＷｉ神的なiiiを兼ね備えた女`性として、妓女を遇することが可能になったのだと思

われる璽・

士大夫と妓女のNi雛が接近したとあるが、この妓女はTir妓のことである。なぜなら家妓はもっと近

い存在だからである。ここでいわれているのは、遊里や宴席のような社交の空'''１で妓女との交流のあ

り方が変化したということである。

唐代文人と妓女の交流の痕跡は多くの詩歌の中に残されている。鄭志敏氏によると、了全唐詩」の

詩題の'１１に偶(llll)あるいは妓の字が現れる詩は二百八'五首､詩句のなかに{lLI(jMl）あるいは妓の

字が現れる詩は二１７八十六首ある。さらにこれらの詩歌を詳細に見てみると、唐代文人と妓女の交流
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のあI〕〃について、安史の乱以Iiiiと以後とで述いがあるとi=;う。以IMIは文人にとって、妓女は娯楽の

道具であI)、宴席でその歌舞を楽しんだり、柄の相手となればよく、１}|仕がうまくいかないときの憂

さ晴らしの対象であったが、以後はむしろ、lllI(風満帆なときにその榔びを分かち合う相手が妓女であ

()、そこには「観妓」にとどまらない感情的な深い交流があったとｉｉう"･

そこまで細かく分かれるかどうかは別にして、この違いは、齋藤茂氏のいう享受肴の側である士大

夫（文人）における人きな変化にllU係していると思われる。鷹前期において科挙はまだ実質的に機能

しておらず、進｣:になるのもijt族ⅡＩ係で、まだ六朝からの１１j貴族制度をリ|きずっていた。中)０１以降に

なって、’二1らの学'１１１と才能によって出仕する新しい階級としての｣ご人夫たちが続々と出現してくる。

彼らが妓女と対するときの振る群いは、l15Wt族とは当然災なるであろう。過度に図式的であることを

承知であえて対比すれば、王ilF奴氏のいう「家妓の時代」におけるYt族にとって、妓女は所ｲ丁物であ

り、鑑f(の対象、ヤIZの対象であり、一言でいえば慰み物に過ぎなかった。唐前期を過渡期として'１１唐

以降の「77妓全盛の時代」の新しい士大夫階級にとって、妓女は札｢爪交流の＃1千、文学上の同志で

あった（もちろんこれは一部の妓女で大部分は「慰み物」として悲惨な境遇にあったことはいうまで

もない)。鄭志敏氏によればこの'1柳１（中li1f)、妓女にIlW1ったＩ)、妓一女を追想したりする詩が火11】､に増

え、III1i1rI二人が妓女を書く際のi：妥なテーマとなった。詩人と妓女の交わ}〕も前期のよそよそしい付

きあいから精神的な交流にまでﾂﾞ&腱した。その'二1的は鞘ﾈIlI的な慰めと解放を得ることであり、一人の

妓女を独占しようというものではなかった。刈時、民妓ｆｉ妓を問わず、多才で交際範囲の広い妓女は、

しばしば１．八世紀ヨーロッパでいう社交界のｲﾋﾟ形のような位悩をIITめていた霊。

このように中唐以降、文人と妓女とのllU係は歴史上あまり見られないほど対等であったといってよ

い。このような背}i(の下で妓女が詩作の題材として取り上げられるようになり、蘇小小の堵が文化妓

女の先駆者のひとりとして扱われたわけである。

(Ｂ）恋する女として

今まで述べた名妓のイメージとは別に、彼女の最初の詩「銭塘蘇小歌」からiilI接想像を膨らませ、

恋する次のイメージを蘇小小に託して詠う詩も多く現れた。もっとＭ｢名な詩は半fYの「蘇小小欣」

(或いは「蘇小小蕊」に作る）である塗。

脳1Mｊ露

Ｉ【|ilIiF眼

無物結同心

煙化不堪剪

Wj:如薗

松如蓋

風為裳

水為凧

iIl1Mf車

久柑待

幽lMiの露

啼ける眼のlllL

物の同心を結ぶ無く

煉火は剪るに｣M1えず

W〔は菌の如く

松は蓋の如し

風は裳と為り

水は凧と為る

lIIIMialiして

久しく相待つ
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冷翠燭

労光彩

西陵「

風雨Mｉ

冷やかなる翠燭

光彩を労す

Illi陵の「

風雨1111』し

脳1Miの鱗は派を浮かべた彼女の|｜のよう。契りを$iliぶよすがもなく、１瞳んだｲﾋﾟは11Wろうにも切るこ

とができない:：緑のjVl:は敷物、蕊にかぶさるlloliい松はI|(のほるのよう。彼女の塊はまだ/ｋきているか

のように、吹〈風は衣ずれのffをたて、流れる川は伽ぴ]liのffを瀞かせる。蘇'１，小は?I111Mnl〔に乗って、

西湖をめぐり、夜はiili湖のIWiiのたもとで恋人を待つ。IIjl21〈ゆらゆらと今にもii1jえんとする鬼火のよ

うに、暗い風1:ljの吹きすさぶ'１１、いつまでもいつまでも待ち続ける。

季ffは「銭｣Mi蘇小歌」から「illl壁I|〔｣、「結li小し､｣、「ｌｌｌｉ陵」などの語ｲﾘを流用し、蘇'１､小の新たなイ

メージを創作している。李賀が描くところの蘇小小は、死んで亡搬にな')、風雨のllI、もはや永久に

会う術もない巡り|の相手をひたすらｲｳﾞち続ける。この災しくい〔しい'L:瀧のイメージは、多くの文人

の共感を呼んだ。張jiii1i（792～852）もそのひと}〕である。

「li1『才子伝ｊ巻六によると、張jiiliは姑蘇（江蘇省蘇州(V区ﾘﾆしりｉｕに来簡し、志行を守l)仕進を求め

ぬ生活を楽しんで、処士とＥＩ称していた八Ni：南に来簡した）頃ちょうど杜牧が度支使となっていて、

これを厚く過した。張帖は生来１１１水を愛し、ｊｉ'i寺を多く遊歴した･杭州の霊隠・天竺、鮮州の幾粁・

樗伽、常州の！,u山・諜権、潤州の１１鱗・招隠などの各｛１１:の題詠は、みな優れたものである。彼は気ま

まに|と1曲を楽しみ、ときには輿に乗じて北111にくりこみ、つねに妓楼に詩を題した。もし彼がその楼

を瀞めると評）ﾄﾞﾘがにわかにあがり、そしると､|噸はぱったりと跡を絶ったという。晩ｲI芒には白楽天と

日々相い衆って議飲談護したという動。この張lilIiに「題蘇小小墓」という詩がある玩。

漠漠窮鵬地

jMhMnI｢樹林

瞼濃化1当1発

１１斗111柳及深

夜)]人何待

春風,!D為吟

ｲ《知識兆六

徒願結lIil心

漠漠たり窮座の地

術萠たＩ）ｉＩｉＩ１Ｉｉｌの林

瞼濃やかにしてイピ自ら発き
とこし

屑は恨めしげに柳は１２ヘに深し

夜月人(１１を力､待つ

春風ｌ:３為に１１↑ず

知らず誰と共に穴するや
いた-0.ら

徒に願ふ１可,し､を紬ぶを

蘇小小の擢地は寂れた荒地で、木々がカサカサと鳴る。彼女のｲﾋﾟの顔容に墓地も自然に花を咲かせ

る。I1Llを!i1Mめて別れを恨み、墓上の柳も向く茂る。月夜に彼女は誰を待つのか？ｲ１２々存風と烏が彼女

に歌ってくれるがｗ墓の中の彼女は独りぼっち、いたずらに１１１会の願いを抱いて待つだけ。

恋する女のＷｉｉいはここでも成就することがない二張lmIiには、ほかにも「蘇小小歌」と題する詩が三

首ある罰｡
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其一

車輪遮るべからず

馬足絆ぐべからず

長に怨む十字の街

郎の心をして四に散ぜしむるを

車輪不可遮

馬足不可絆

長怨十字街

使郎心四散

其二

新人は千里に去り

故人は千里より来る

剪刀眼底に横たわり

方に党ゆ涙の裁ち難きを

新人千里去

故人千里来

剪刀横眼底

方覚涙難裁

其三

山に登るも峻しきを愁えず

海を渉るも深きを愁えず
うひら

庭前の獺を中ち!l高き

郎をして赤心を見せしめん

登山不愁峻

渉海不愁深

中壁庭前棗

教郎見赤心

この詩には自分の恋がかなえられない悔しさと悲しさ、それを乗り越えて前に進もうという決心が

描かれている。其一の「長怨十字街｣、其この「剪刀横眼底、方覚涙難裁」は蘇小小の無念の思いを

表している。其三の「山に登るも峻しきを愁えず、海を捗るも深きを愁えず」という句は、いかなる

困難や障害も恐れず、真実の愛を追い求めるという蘇小小の決心を表している。庭園前に植えられた

棗の実を開くというのは、蘇小小の恋人に捧げる一途で誠実な心に噛えているのだろう。「見赤心」

が「総同心」を元にしているのは言うまでもない。

困難にめげず、自らの愛情を追い求める女というイメージにとって、「七夕」は格好の題材を提供

する。李賀「七夕」を挙げよう"。

別浦今朝暗

羅帷午夜愁

鵠辞穿線月

花入曝衣楼

天上分金鏡

人間望玉釣

銭塘蘇小小

吏値一年秋

月
楼

に

し
つ
す
る

秋
略
穿
曝
か
む
の

り
う
を
を
分
望
年

よ
愁
線
衣
鏡
を
小
一

朝
夜

金
鈎
小

今
午
す
る
玉
蘇
う

辞
入
に
の
値

浦
帷
は
は
上
間
塘
に

別
離
鵲
花
天
人
銭
更

七夕の日、あなたと別れた水辺は朝から薄lMfい。夜もふけて、帳のi二１１で訪ね来ぬあなたを思って、

悲しみにくれる。針穴に五色の糸を通すのを!!((らしていた月に、鶴たちは別れを告げに帰っていく。
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昼間、衣服を日に鵬した尚楼の中へ、花びらが飛んでいく。天の上では、黄金の鏡を真二つにWりり、

それを地上の者たちは、玉でできた釣のようだと眺めている。わたくし銭塘の蘇小'１，は、あれからま

た一年経ち七夕を迎えました。

続いて温庭笛「七夕」を取り上げる河。

悠
鈎
転
流
夜
秋
搬
牛

悠
似
右
來
門
象
桂
牽

両
月
星
水
千
万
通
隔

去
南
時
別
樹
空
塘
浅

燕
西
歳
離
入
横
横
清

帰
玻
上
間
風
漢
小
応

楓
汁
犬
世
金
銀
蘇
未

鶴帰り燕去りiilljつながら悠悠たり

青玻西南）1は釣に似たり

天上歳時星右に転じ

世間の離別水来に流る

余風樹に入る千門の夜

銀漢空に横たわる万象の秋

蘇小横塘桂搬を通じ

未だ応ぜずｉｉ１ｊ筏牽牛をlIhIつるに

橋を架ける燕もカササギもｋｌｉＩ〕、織姫と彦腿も互いに別れを告げた。月は釣のように西南の宮殿を

照らす。時間は星々の動きに随って－｢'一日と過ぎて行くが、別れた人は水が束に流れていくように

帰ってこない。秋風は宮殿の門の樹を吹き過ぎ、銀河が空に架かって、秋の美しい景色を彩っているｃ

蘇'1､小は銀河が彦星を隔てているにもかかわらず、自分でⅡ)をこいで横塘を渡り、恋人に会おうとす

る・

いうまでもなく、恋する女にとって大）ｌｌなのは、お金よ})愛情である。牛峨「柳枝詞」を挙げよ

う瓢。

其王宮裏色侃深

一族繊条万鍛金

不憤銭塘蘇小'ト

リ|郎枝下結同心

呉王の宮裏色はⅡ耐えに深く

一族の繊条は万鍍金なり

`憤らず銭塘の蘇小小

郎を引いて枝下にlil心を結ぶ

呉宮の美女は艶腿で万金に値する。ただ銭JWiの蘇小小だけが金銭よりも愛情を取り、男を誘ってい

そいそと栓の下で逢引をする。

しかし、当時の社会状況においては、妓女の恋が結幡という形で成就することはほとんどなかった。

温庭筒の「蘇小小歌」を見てみよう懇。

回辿莫破券

貿酒莫解金

酒央春容抱離恨

水'１１蓮子懐芳心

呉官女児腰似来

家在銭唐小江1111

蓮を買うに券を破る真〈

酒を買うに金を解く莫し

酒裏の春容は離恨を抱く

水中の蓮子は芳心を懐く

呉宮の女児は腰來に似たり

家銭塘の小江の'''1に在り



雌膿梅268

一ロ檀郎逐使風

''１前春水年年緑

一たび；械郎使風を逐いしより

l11Iiiの存水年年緑な}）

「蓮やおillliを買うのにお金はいらない」というのは、典の情愛にはお金は介在しないと意味である。

しかし総ﾊﾟｵはつらい》りれが待っている。銭｣Wiの女子蘇小小はりjが去っても気にせず、その美しさは変

わることなく、依然として楽しい|｜々を過ごしている。ここには当時の文人の妓女に対するある種の

理想像（あえて高えば、文人にとって都合のいいイメージ）が投影されている。

以_上、Ｂタイプの詩を見てきた、それでは二つのタイプの詩はなぜ'1ﾐまれたのであろうか。Ｈｆ代に

なって、男女の恋をＭiいた物語が数多くl{{現したが、その中の少なからぬ作品に妓女と文人が登場す

る。張競氏は、ｉｌ１１Ｋ１文化において「恋」はおおよそ三つのパターンに分けられるという。一つは夫婦

の間の｢恋｣、もう一つは未峨ﾘ)女の|M1の恋、三つ目は遊女（妓女）との恋であるが、そのうち「未婚

男女の|Ｍ１の恋と遊女の恋を、リド件の推移の''１で人物の心1111変化を追いながら描写したのは唐代小説が

はじめてである。この愈味では恋は唐代において発見されたともいえる｡」「その発生過程からみると、

遊女の恋がよりはやく意識されたと考えられる。つまI)、儀式的な性Iffを持つ恋は岐初は遊女との交

際の１１－１で発見され、また、恋の〃法や恋の段取りなども遊ｌｌｌの過程において形成されたと考えること

ができるＪと述べている漣。妓女の恋をテーマとするのは民歌的な特徴を有する南朝楽府詩にはよく

見られたが、文人の作品にはあまり識場しなかった。それは儒教j[1'1念を規範とした''１国古代社会では、

男女が|][|]に交際することは禁１１きれており、婚姻は父|ﾘﾋに決められるものであったからである。夫

婦間の愛情は定めたIIU係のｊ１で育まれるものであった。それ故、妓女との恋愛は文人達の文学的な題

材とはなりにくかったのである｡

しかし、（Ａ）タイプの考察で述べたように、中唐以降、妓女と文人たちの詩文を通じた糀桐|I的な

交流が１１常化されることになった，その妓女と１]常的な交流のなかで、文人達は妓女との恋を体験し

たと思われる。そのことが妓女との恋愛を文学的題材として取り１２げさせることとな})、文人が妓女

へ愛愉を表した識や、妓女との恋愛体験を取り込んだ伝奇小説を生み|})すに至ったのである。今残っ

ている「娠小玉伝」や「李娃伝」などはその時代に応じた作品である。このような妓女との恋を描い

た物語はだいたい純↑Iijな妓女をｉｉ人公とする。彼女らは恋人を愛し、タピんでも心変わりしない．ここ

で文人と妓女との交際は一櫛の遊びだけではなく、本当の感情を込めているとも考えられる。

このような妓女との恋愛を文学題材としうる流れのil1で、「玉台新泳」の時点で既に「愛を追い求

める女性」というイメージを持っていた蘇小小が唐代の文人達に注'１きれ、そのイメージをｉｉｉ幅させ

ていったのではないだろうか。

五、結論

唐化においては、ほかにもｲ]･潴な妓女・女詩人として隙獅、魚玄機、李冶、劉彩春などがおり、そ

の生illiはよく知られている．ルポ小小と同時代でも名妓、美女として知られる緑珠、恕玉、桃葉などが

いる・彼女らの伽iは史１１１:にiiLlliI(があり、「]ﾐ台新詠」のI'1でも多くの詩に詠われている。蘇小小と

他の渦妓との迷いはここにある」つまI)蘇小'1、の場合、彼女自身が作将ともわからない短い詩一首と

｢銭塘の名妓だった」というi氾述があるだけで、歴史的爽体がほとんどない。彼女にまつわる経歴や

人物像に関するこの空Ｉｊ１こそが、比lMjにおいて彼女の伝説化を促し、文人たちの彼女に対する文学的
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想像力を掻き立てたのだと考えられる。

本稿では唐代における蘇小小のイメージがおおよそ二つのタイプに分かれることを見てきた。ひと

つは杭州西湖を彩る名所や特瀧,W,と並ぶｲ]・括人、銭卯i妓女の代表としてのイメージであり、もうひと

つは「銭塘蘇小歌」から出発して、文学的に想像、創作された、恋する女のイメージである。そこに

は唐代における文人と妓女の関係の変化が反映されている。末代以降もこの二つのイメージは受け継

がれ発展していくことになるが、そこでも各時代における文人と妓女の交流のあり方が影を落として

いよう＝これらについては今後の研究に期したい二

注

(1)ｌｂｌｆの陸広微が細纂した「りし地iiu」に「洲興県の前にil1fの妓銭Ii1fMlM､'１､の墓有り」とAuされている。ま

た、未のりL|÷l牡が彼の「夢梁録」巻トハ:に「蘇小小墓IIli湖にｲI！I)、１２に詩題有I)て玄ふ、「湖堤&:遊客

のｲﾘ、此１１１ち題蘇氏の墓に題するな})」とＪと書いている。iiIiの沈復によると、ｌﾘ1代のlIlIi家徐ilUi（－

ノ,ニニーーーノリL二）が訪れたときはまだ光成していなかったという。乾隆帝が一七八○年に|打巡したと

き、蘇小小の蕊にも行ったが、そのとき蝋は黄土を盤って|A1めた小111に過ぎなかった。－し八ＩｌｑｆＩ：乾隆

帝がilj度南巡したとき、墓はすでに八/Ｉ形のｲｺﾞ造I)で、イi碑の上に「銭塘蘇小小之墓」と刻まれていた．

１Ｍ征、見ることができる藤'1､小の墓は後に六角形の屋根をつけた来歴に改築され、「慕才iq;18」と呼ばれ

ている。ｉﾙのﾘｹﾞ鑑堂将軍が作ったもので、＃#才とは彼女の才能を敬鵬するというMii味である｡文化大革

命Iiii夜のりL六|ﾉﾘ年、墓は紅衛兵によって破壊された『,その後幾多の修復を経て、二○○[ﾘﾘKliに抗州市

政府によってJLjUhl)に再建された。

(2)鮮小小にlRl連する論文は非常に少なく、符hLの限}〕では以卜のj、'九

１１１崎みどI〕「小ｆＹ「蘇小小Blluについて」（｢中国文学Iili先」lil稲１１１大学中国文学会１９９０１２ページ

93-104）

趙峻「ｲl;I）しIlの歌一「蘇小小歌」と「念雅」をめぐって」「'''11i(''１也研究」第ヒザ

(jll〕（陳）徐陵柵（111i）呉兆１?[il｛［Ii台新泳奨iⅢ！｣１巻十IlU縦iI):Iij2004ｲ|：重ElI。

(』）（未）郭茂Ｉｉｌｉ「楽府詩集」を八一|･」/〔（lIZllYbll:局1979年）に「楽11W:広Iuljを引)Ⅱしている。「蘇小小銭塘

名flu蓋1Ｗ庁時人・西陵ｲI：銭蛎1:之ＩｌＩｉ、歌1三１「西陵松柏1；」ノム山｡」

(5)（末）郭茂Ｉｉｌｉ「楽府詩集」を|ﾉﾘｰ|･四「jc･夜Ull時歌」し１．/i杵’'１縦１１１:ﾙiil979ｲ1:o

lIi）「I間軌楽府識と遊女娼妓の１１１:界」「１ＭⅡ|Ⅱ10城博士古稀ｌｉｄ念一'''１g1文ﾉﾘ(１輪躯龍溪iIl:作1974《|:、

了〕「i翁語」千千」篇に「子１．１，歳蕊、然後知松柏之後凋也[,＿（'｜ｌわく、歳寒〈して、然る後に松柏

の凋むに後るることを知る｡）

(8)梁武Ｗｆ「冬欣ｌｌｍ」郭茂Ｉ１Ｉｊ「楽府誌jILjを119十四IliliqI}:Ｉｊｌ９７９ｲ|：。

(9)了全lWiilfll巻二lLi四十五台湾宏業111:Ｉi）Il1華民匠'六Ｉ･ﾉ《ｲ|:o

imll「椛徳興織文典」巻七上海ili籍！}１版社’１１同古典文学股iIl：2008ｲ|:。

⑪「''１居易災麹校」巻二十上海ili籍１１１版lml：中国ilf典文学illiiI1：1988ｲ|そ。

⑫'「全lLi詩」巻ｌｌｑＩＬｉ九十二台湾宏業IIl1iijlll堆民国六’六ｲ|{。

⑱'「''１鵬易災斐校」巻二十上海,!｢鱗１１１版ﾄ|：Ii1国古ﾘ１４文学鍵iIド1988ｲ'二。

、)ｒ丈苑英聴」巻二百七十八’１]央研究院聡史語言研究mr2008ｲﾄﾞ”

⑮ア沈下IlfilL迫{f遊集」巻]ず１２海il｢鮒''１版社｜ⅡlbI(ｌｉＩｆ人文染艇1:Ⅱ影lそ11本l994jI:。

(Ⅲ)（)i1f）池111K了巽溪友議±巻,0（（|lLIljli余lIl:データベース）にｒ典娘滑、呉国之Ｉｌｉ人山。１MF人比於銭塘蘇

小小。クピ搾りL12iと側、行客#卿(砿iii、鮠為I緋題於墓樹｡」（典娘は、りし肢lの佳人な}川時人群'1､'１，に比
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す。死してりL宮の０mに葬らる。行群その華麗に感じ、競いて詩題を墓樹に為す｡）とある。

⑰「唐才子伝佼護」巻九（中華11『同1990年）に以下のようにある。「乢詞藻撤蛎、与族人隠、郷斉名、

成通''１１称三雑。気宇終不逮。広'ﾘ11挺子乱後、去従卿州李孝恭為従ﾘI･乢狂蕩無検束、時離陰輔中有妓杜

紅児、糠MkjM$、姿色殊絶、轡為仙ﾘ戊楓葱。会剛戎聰隣道、jlL久1M#之、稲足iiiY紅児歌、１Ｍ以絢線。孝恭以

為､iﾘ戎所ｌ１ｊ:、従４Ｍ!u非礼、勿令受１１%1.イミ称意、怒払衣起、ｉｉｉＩｉｌＬｆ刃殺之。孝恭以乢激己、坐之。頃会

赦、！hL迫｣(苑、於)とllXTlT之美女ｲ1｢姿艶才徳者、作絶句一百杵、以比紅兄、当時11%伝｡」（111Lはiii］藻富購

にして、旅人の隠、郷と名を斉しくし、成迎の間に三雛と称せらるるも、気宇終に逮ばず。広明庚子

乱の後に、去りて螂州の季孝恭に従いて従事と為る。ｉｌＬ狂蕩にして検束なし、時に離陰の鯖中に妓の

杜紅ﾘﾛｲ｢I)、灘〈歌舞し、姿色殊絶なり。嘗て副戎の属意と為る。会たまＭﾘ戎隣道に１１Wす、乢久〈之

を慕う、処に泰I〕て紅児の歌をIii1jい、蝋るに繪線を以てす。孝恭１，１Ｉ戎の貯うる所と為り、従事なれば、

則ち礼に非ざるを以って１０１１を受けしむる勿れ、と。乢意に称わず、怒りて払衣して起つ、誌旦刃を手に

して之を殺す。孝恭乢の己に激せしを以て、之を坐せしむ。頃〈して赦に会う。虻其の苑を追う。是に

於いてｉｌ｢の美女の盗艶才徳ｲ｢ろ者を１１１(1)、絶句一百首を作I)、以て紅児に比す、当時に盛に伝う。）

⑱「唐詩紀Ｉｊｌ斐佼さを六十九（中華i1$局2007年）に以下のようにある。「詩序、比紅者、為雌陰官妓杜

紅児作也・美貌年少、機瀞慧悟、不与群號妓女等。余知紅者。乃択il7と美色灼然子史伝三数十荻、優劣

子章句''0、遂題「比紅詩さ｡」（詩序に、比紅なる者は、離陰の官妓杜紅児の為に作るなI火美貌の年少、

機智ありて葱悟、群溌妓女等と与にせず。余は紅を知る者なり。ｉｌｒの芙色を択んで史伝の三数十談より

灼然とす。嗽ｲﾘのＩ１ｉｌに優劣あり、遂に「比紅詩」と題す｡）

⑲ｒ白居易災鍵校」巻三十一」2海i1i鱗111版社中国古典文学蝋１１ド1988年。

⑳'「白居易染鑓校」巻二十六上海古鯖川版社中国古典文学磯11}：1988年。

⑳'王i1I:奴繍了''''五ljiIl妓史」（l肝麓11$社1998年近代名籍菰刊）に以1,゜のようにある。「姐妓能詩的、亦以

唐代為雌多。（'１１略）唐代娼妓、因」し能倣詩、能諭詩、能解詩的縁故、’１１鵬!『以後新文体辞的産生、妓女

有絶大功労｡」

(塗齋藤茂「妓女とＩＩＪ国文人」東方１１１:1,)ｉ2000年ページ128-129。

'垂⑭'鄭志敏ア細説ｌｉｌｆ妓」（文津１１１版社1998年）に以下のようにある。「(iij筒時期）寄IMI、感懐与追念妓

女的詩作ﾉＷｉ、成為11-1唐｣二人写妓的三1弍題、顕示士妓交往巳Illiiii期的'１１W隣通観、従昇到心溌交流的層次。

（中略）ネⅡ女妓交往主要足想樅取↑１１|ﾈIll｣を的慰籍与解脱、並不想独仙某個名妓。因此、当時一些較有才情、

交遊広IlM的女妓、民妓或官妓、往往類似欧洲十八世紀時的交際化Ｊ

Ｉ室「三家評注季長古歌誌」巻一・１'１縦iOf局1958年。

なお末木では「聯'1､'１，歌」としているが、「全唐詩」では「蘇小小墓」に作り題下に「一作歌」と注記

している。鈴木修次氏は「ｋｌｆ代における擬魏晋六朝詩の風潮」（？[I加[H誠'9[=ｔ古稀記念一中國文學論

集」ｉｕ筏11「舎一ルヒ１１１１ｲﾄﾞ）で、「松柏」を墓地に植えられる樹である。後に李賀をはじめとする蘇小

小の蕊を題材とする詩の創作にヒントを与えたのかもしれない、と指摘している。

⑳「H1『才丁･伝校鑓１巻六（中燕ll11iil990年）に以下のようにある。「iiili字承吉、南|珊人、来漉姑蘇。楽

高尚、称処｣二。（''１略）遂客鵬南。杜牧時為度支使、極札1諜待、イjlWi云、何人得似張公子、千首詩軽万

）ｺﾞ侯。jiililMf吟、斐祭毎喚之、杵ｲ<応、１コ1、吾方口吻生蕪、蝋,1111汝雅平。性愛１１１水、多遊ｊｉ'１寺、’11杭之霊

隠・天竺、蘇之鍍巌・拐伽、fiir之忠111.韓権、潤之甘簾・招隠、往往題詠唱絶。同時樋涯亦]三詩、与鈷

斉名、頗'21放行楽、或乗興北１１４．征題詩侶騨、誉之則声lilli頓ｌＩ１ｉ、段之則車馬掃跡｡」（紬、字は承吉。南

陽の人。姑蘇に来漉す。岡尚を楽しみ汀処士と称す。（中略）遂にⅡ(il櫛に客たI沁杜牧、時に度支使と

為る。極めて村|い糠〈侍す、lWiることｲｊＩ)て云う〆何人か張公T･に似ることを得んや、千甘詩以て万戸

侯を幟んず、と。)iili苦吟す、変祭之を喚ぶ毎に、皆に応ぜず。［1う、吾方に口吻に縦を嘘ず、篭に汝蓬
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を1111れまんや、と。性111水を愛す、多く名がに遊ぶ、杭の霊隠・犬竺、藤の霊搬・枡伽、常の山111．善

椛、潤の||･露・招隠の如きは、往往にして題詠してIVI絶なり。｜可時に腿涯もまた勝に工なり、)iiliと名を

庁しくし、頗るI21ら放ちて行楽し、或いは典に北111に染ず。詩を(lMiltに題する１１》に、之を誉めば則ち

）Ii価頓に1Wす、之を段らばⅡUち車馬跡を１Ｍう。）

2了'「張姑詩集校注」巻一巴li0lI；社2007ｲ|:．

,餌,「張鈷詩集校注と巻一巴鋤iIf社2007ｲﾄﾞ。

,",「二家評注李災１１７歌詩」巻一・．’'１華:i111Idl958年。

(狐了ilbl飛卿誌jlL饗注」巻IIqIzil1f古籍出版社ill国古ﾘｌＬ丈`､}:叢書1988ｲ|:。

31)「楽府詩集」を八十一’'１縦i1F局l979ilH、

321「温飛卿詩災斐注さ巻二」几海古籍111版社中国古ﾘ1↓文学叢書1980ｲ１１。

,麺,張競「恋の１''1K|文明史」筑廠iII:房、1993(|｛ページlO7-lO8。

TransitionofSuxiaoxiao，sLiteraturelmage

-fromSixDynastiespoetrytoTangpoetry

PEMILamei

SuwasahetairaofSouther1lQiDynastyillCIlilla，slegclld､Thereisllohistorical(IocumentnbouLher

leftexcGptapocmljtledQjaMI7Iguo'ｓＳｌｌ.rj〔Ioso71U,whichbelongsto!ＷＭＯ(les/>℃7)z〃ＩＣ化de

7blγ(Ice,ａｐｏｅｍａｌｌ(llologyorSixDynastics・MallypoclllsmellliolledhcrlromtllebogiluUngofmiddle

ofTangDynasty・SuchasitutlljoIl（UdllotcllangeillSoIlgDynastyJ】lMing-QillgDynasty,Iiterators

wroteoperasandlegendnov()Iswilhherdlstheheroilwlllltilｎｏｗ､ｈｅｒＩｏｍｂｉｓｓｔｊⅡpreservedonthe

shoreoftheWCstLakeinHallgzhouofCllilMLWhvarclileratorssoonamouredofher？Whalisthe

meanillgofSuxiaoxiao､sexistcllceillChil1a，sliteratul･ellisIory？

Ｔｈｉｓl)aperwillf〔)cllsonSuxi(loxiao，ｓｉｍａｇ()illQi(Ｗ("イリ(IC'ＳＳＭ('liaoso7zgan(Ilhetransitiollofher

mlageilltｈｅｎｍｇｐｏｅｍ・ThispaperwillrcveillthechallgiIlgrelationshipbetweenlheliteratorsofTang

Dy】Uastyandprostjtllles,theSuxiaoxiao，slilcraluremea】lilIg,anditsvalueinTaI1gDyllasty．


